
Blogスレッドの解析に基づく重要なbloggerの発見
-Blogスレッド形成におけるTrackbackの影響に関する考察-
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近年，取得可能な情報量の増大に伴い，信頼できる情報を効率的に取得することが困難になってい
る．我々はWeb 上での有識者を発見し，この有識者が発信するコンテンツに基づいた情報フィルタ
リングを行うことで，信頼できる情報の取得が可能ではないかと考え，重要な blogger の発見手法の
確立を目指した研究を行ってきた．しかしながら，blog スレッドの検出や，重要な blogger の発見
に関して，これまでは Trackback リンクを考慮できておらず，blog エントリ同士の関係を適切に抽
出することが十分にできているとはいえない．したがって，Trackbackの利用状況の調査と，この結
果に基づく Trackback の利用方法に関する検討を行った．

Discovering Important Bloggers based on Analyzing Blog Threads
- Influence of Trackback Links on Blog Thread Formation-

Shinsuke Nakajima,? Junichi Tatemura,†2 Yoshinori Hara†3

and Katsumi Tanaka†4

With rapid spread of amount of information, it become difficult for us to discover trusty
information efficiently. Consequently, we try to extract blog threads and to discover impor-
tant bloggers, because we consider that it is possible to provide trusty information by using
information filtering based on important bloggers as learned people. Now, we have not used
trackback data of blog entries, so that we could not extract blog threads and could not dis-
cover important bloggers. Thus, we investigate influence of trackback links on blog thread
formation and use of trackback link for discovering important bloggers.

1. は じ め に

ユビキタス・ブロードバンド基盤は人々が常にオン

ラインであるという環境をもたらしつつある．このよ

うな中で，Web を介したユーザ間の即時的情報流通

が広まりつつある．ただし，取得可能な情報量の増大

に伴い，信頼できる情報を効率的に取得することが困
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難になっている．ここで人間同士での情報のやり取り

において信頼性を評価する際には，人はその情報の出

所を重要視する傾向がある．すなわち，出所不明の情

報よりも，権威者や有識者からの情報の方が人にとっ

ての信頼性は高くなるといえる．

我々はWeb情報の信頼性に関しても同様であると

考え，Web上での有識者を発見し，この有識者が発信

するコンテンツに基づいた情報フィルタリングを行う

ことで，信頼できる情報の取得が可能ではないかと考

えた．そこで著者らはこれまでの研究において，blog

における議論の一つの形態とも考えられる blogスレッ

ドを提案し，この blogスレッドにおいて重要な役割

を担う blogの書き手（以下，blogger）の特徴につい

て検討した．また，これら重要な bloggerの判別手法

に関して検討を行うとともに，妥当性について議論し

ている．

これまでの我々の研究においては，blog スレッド

の検出や，重要な blogger の発見に関しては Track-

研究会temp
テキストボックス
社団法人　情報処理学会　研究報告IPSJ SIG Technical Report

研究会temp
テキストボックス
2005－DBS－137（Ⅰ）（5）　　　2005／7／13

研究会temp
テキストボックス
－31－



backリンクを考慮していない．Trackback とは，多

くの blogサイトが有する機能であり，他のエントリ

に対してリンクを貼った際に，そのリンク参照先へリ

ンクを貼った事を知らせる機能である．したがって，

Trackback を伴うリンクと Trackback を伴わないリ

ンクでは，リンクを付けた際の blogger の意識が異

なると考えられ，これら Trackbackを考慮した方が，

blogger同士の関係をより的確に認識することができ，

blog スレッドの抽出や重要な blogger の判別をより

適切に行うことができる可能性がある．ただし，最近

では Trackbackスパムといった Trackback機能を悪

用するケースや，悪用ではないにせよ通常のリンクを

貼ることなしに Trackback pingのみを送信するケー

スもあり，Trackbackを利用する場合には Trackback

の利用状況の調査が不可欠であるといえる．

そこで最終的には blog スレッドの検出や重要な

blogger の発見において Trackback リンクを考慮す

ることを目指す．そこでその前段階として，本論文で

は，Trackbackリンクの検出方法の検討を行うととも

に，スパム等を含めた Trackback の利用状況に関す

る調査および考察を行うことで blogスレッド形成に

おける Trackbackの影響に関して考察する．

以下，本論文の構成を示す．２節では blog および

Trackbackの概要と関連研究について述べる．３節で

は重要な blogger 発見のための blog スレッド解析方

針について述べる．４節では blogスレッド形成にお

ける Trackback の影響について述べる．５節ではま

とめと今後の方向性について述べる．

2. blogおよびTrackbackの概要と関連研究

2.1 blogおよび Trackbackの概要

blogは，アメリカにおいては 1999年以降，急速に

発達し標準化が進みつつあるWebコンテンツであり，

最新ニュースをいち早く取りあげ、独自の視点で解説

をする blogや、ある特定の分野に対してコラムを展

開する blog、写真を掲載しそれらにコメントを付ける

blogなどその内容は様々である．日本では元 「々Web

日記」と呼ばれるサイトが数多く存在しており，広義

での blogと定義できる．現在では「MovableType1)」

などの blogサイト構築ツールなどが公開されており，

また，ホスティングサービスを行っているサイトも増

えており，誰でも簡単に blogサイトを立ち上げるた

めの環境が整っている．2005年 5月の総務省の発表 2)

によれば，2005年 5月現在で小規模な事業者を含め

て 115社の事業者が一般ユーザ向けに blogサービス

を提供している．また，2005年 3月末時点で延べ約

335万人の国内 blog利用者は，2007年 3月末には延

べ約 782万人に上ると予測している．
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図 1 典型的な blog サイトの例

図 1に典型的な blogサイトの例を示す．blogサイ

トは，そのトップページに最近（例えば一週間）書か

れた「エントリ」と呼ばれる個別書き込み記事を複数

表示している．通常は blogサイトの管理者のみがエ

ントリを追加することができ，この点がWeb掲示板

とは異なる．新しいエントリが追加されれば，古いエ

ントリはトップページからは削除されるが，各エント

リが保持している個別 URLを辿れば，トップページ

から削除された後でも閲覧することが可能である．

また，blog サイトトップページについては，RSS

（Rich Site Summaryもしくは RDF Site Summary）

と呼ばれる XMLで記述されたサイトの要約を公開し

ていることが多く，RSSのみを巡回することで blog

サイトの更新情報等を取得することが可能となって

いる．

他人の blogエントリに対して意見を延べる際には，

自分の blogエントリ内において相手のエントリをリ

ンク参照するということがしばしば行われるが，この

際に Trackbackという機能を利用することができる．

Trackbackの手順としては，まず他人の blogエントリ

をリンク参照した際に，リンク参照したことを知らせ

る Trackback pingの送信を行う．すると Trackback

pingを受け取った blogエントリにて，自分のエント

リを参照している blogエントリへのリンクが自動で

貼られることになる．通常のリンクでは，参照元はリ

ンクを貼られたことを知ることはできないが，Track-

backにより参照された blogエントリの投稿者がリン

クを貼られたことを知ることができる．

blog サイトであることの条件は明確なものはない

が，本研究では RSSを保持するものを blogと扱うこ

とにしている．ただし，ニュースサイトの中には RSS

を公開しているものもある．したがって，RSS が存
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在しても，明らかにニュースサイトであり blogとは

考えにくいと認められる場合には，これを除外して考

える．

2.2 関連研究および技術

• blogによる情報の広がり

　 Kumarら 3) および，Gruhlら 4) は，blog空

間の進化や広がりに関する調査研究を行っている．

Kumar らは，25,000 の blog サイトとその中の

750,000本のリンクについて解析している．また，

blogspaceと名づけたハイパーリンクによる blog

群のつながりに注目し，この Blogspaceにおける

blogコミュニティの抽出とこの blogコミュニティ

の進化に関する調査研究を行っている．

Gruhlらは，11,000以上の blogサイトにおける

400,000 以上の blog エントリについて解析して

いる．この中で，blogspaceにおけるマクロな視

点によるトピックの伝播の特徴付けと，ミクロな

視点による個々の blog同士のトピックの伝播の

特徴付けを試みている．この中で，blogspaceに

おいて内部的に発生する議論である Chatterと，

外的要因により発生する Spikesという尺度を用

いて，トピック伝播のモデル化を行っている．

ただし，これらの研究ではTrackbackによる blog

エントリ同士の関係についてはほとんど言及され

ていない．

• リンク構造の時間特性に着目した blog時系列解

析

　著者らは，Webコンテンツの信頼性評価を目的

とした blog解析手法に関して提案している 5)6)．

この中で，blogエントリが形成する blogスレッド

を定義し，この blogスレッド内における blogサイ

トの役割の判別方法に関して議論している．blog

サイトの役割としては，“Topicfinder”，“Agita-

tor”，“Summarizer”などを定義し，blogスレッ

ドのリンク構造の解析および時系列解析によって

これらの判別方法を提案している．

ただし，これらの研究では，エントリ同士の関係

を調べる際には Trackback リンクによるつなが

りは考慮できていない．

• blog情報に基づくトラスト値の算出方式

　竹原らは，blogサイトが，参照しているWeb

コンテンツに対して何らかの評価を示している

ケースに着目し，blog情報に基づくWebコンテ

ンツのトラスト値の算出方式を提案している 7)．

この中で blogサイトの熟知度と，blogエントリ

内での評価度という指標を提案し，これに基づい

てWebコンテンツのトラスト値を定義している．

この研究は，blogエントリ内のWebコンテンツ

に対する評価を利用した，検索エンジン結果の修

正方法を提案しているものであり，重要な blog

データそのものを取得および検索しようとするも

のではない．

• Trackback機能を応用したシステム開発

　Trackbackに着目した研究は多くはないが，渡

邊らは，公共性の高い情報や評判情報を蓄積して

提供するコミュニケーションに関する研究を行っ

ている 8)．ただし，これは Trackback 機能を応

用した新たなシステムの提案であり，Trackback

の解析に基づいたエントリ同士の関連について調

べたものではない．　

3. 重要な blogger発見のための blogスレッ
ド解析方針

本節では，これまでに行ってきた重要な blogger発

見のための blogスレッド抽出とその解析方法につい

て説明する．

3.1 blogデータモデル

ここでは，図 2および図 3に blogサイトおよび blog

エントリの例を示すと共に，blogサイトおよび blog

エントリのデータモデルを定義する．

Blog site
Blog entry

SiteURLRSS

Blog entry

bloggerSiteName

図 2 blog サイトの例

site = (siteURL,RSS, blogger+, siteName, entry+)

entry = (permaLink, blogger, time, title?, description,

comment∗)

comment = (blogger, permaLink, content, time)

なお，siteURLは，blogサイトのトップページの

URL であり，blogger は，各 blog サイトを管理し

エントリを書き込むユーザである．多くの場合は，

3
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図 3 blog エントリの例

１つの blog サイトには１人の blogger が存在する．

permalink とは，blog サイトを経由せず，エントリ

に直接アクセスするための個別 URL である．time

は，エントリを投稿した際のタイムスタンプであり，

descriptionはユーザにより実際の書き込み内容であ

り，blogエントリページ内のフォーマットに含まれる

リンクや comment等は含まない．

なお，リンクに関しては，replyLink，sourceLink

および TrackbackLinkが存在する．replyLinkおよ

び sourceLinkは，共に description内からのリンク

であるが，replyLink は他の blogエントリへのリン

クであり，sourceLink はエントリ以外の Web ペー

ジへのリンクである．TrackbackLinkは，他の blog

エントリから送信された Trackback pingに基づいて

自動生成されるリンクである．

図 4に，blogスレッドの例を示す．なお，本研究で

は blogスレッドを以下のように定義する．

thread := (V, E)

V = VW ∪ VE, E = Ls ∪ Lr

Ls ⊆ {(e, e′)|e ∈ VE, e′ ∈ VW }
Lr ⊆ {(e, e′)|e ∈ VE, e′ ∈ VE}

すなわち，blog スレッドは，blog エントリをノー

ド，replyLink および sourceLink をエッジとした，

有向連結グラフとして定義できる．ただし，VW は

Webページ集合であり，VE は blogエントリ集合で

ある．また，Ls は，sourceLink の集合を示し，Lr

は，replyLink の集合を示す．

これまでは blogスレッド形成における Trackback

リンクの存在意義については考慮していないが，通

常の replyLinkを貼る際に，Trackback pingを送信

しているかどうかということは，エントリ同士の関係

を把握する上で重要であると考えられる．また，最近

では通常の replyLinkを貼ることなしに Trackback

pingを送信することもある．したがって，blogスレッ

ドの抽出においては，Trackbackの有無を考慮する必

要があると考えている．

3.2 blogデータの収集およびスレッドの抽出

以下に blogデータの収集およびスレッドの抽出方

法を示す．

( 1 ) システムは，”ping.bloggers.jp”9) 等で公開し

ている opmlファイルを巡回し，クローリング

時に利用する RSSリストの更新を行う．

( 2 ) 更新された RSSリストに基づいて各 RSSを巡

回し，未登録の blogエントリが存在すればその

個別 URLを blogエントリリストに登録する．

( 3 ) blogエントリリストに基づいて，未収集の blog

エントリを巡回して html ファイルを保存す

る．保存した html ファイルのタグ解析によ

り，書き込み部分である descriptionを特定し，

replyLink および sourceLink を抽出して，リ

ンクリストに保存する.

( 4 ) 保存されたリンクリストの中から，リンク先が

エントリである replyLink をピックアップし

て，この replyLink にてつながっている blog

エントリ集合を blogスレッドとする．

( 5 ) (1)へ戻る．

ここで，blogエントリの htmlファイルのタグ構造

は，blog サイトにより異なるため，blog サイト毎に

解析ルールを設定する必要がある．本研究では 25の

主要な blogホスティングサイトに対するタグ解析用

ルールを作成し，これらの blogサイトの htmlタグ解

析を可能にしている．なお，2005年 6月 1日までに

収集したデータは，RSSが約 100万，blogエントリ

が約 1,500万，リンク数が約 300万となっている．

3.3 重要な bloggerの判別

重要な bloggerとは，あるトピックに関する一時的

なコミュニティとも言える，blogスレッド内において，

重要な役割を担う bloggerのことを言う．本研究にて

提案する重要な bloggerを以下に示す．

• Topicfinder

Topicfinderとは，議論が盛んに行われたWeblog

スレッドにおいて，スレッドが立ち上がった初期段

階において，エントリを提供することが多いWe-

blog投稿者である．つまり，Topicfinderは，成

長前の段階からWeblogスレッドにて議論するた

めの良いトピックを見つけることが多いWeblog

4
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図 4 blog スレッドの例

投稿者であるといえる．

• Agitator

Agitatorとは，議論が盛んに行われたWeblogス

レッドにおいて，スレッドでの議論が盛んになる

直前にエントリを提供することが多いWeblog投

稿者である．Agitatorのエントリを監視すること

で，Weblogスレッドが成長する時期を予測する

ための判断材料にすることができる．

• Summarizer

Summarizerとは，あるトピックに関するスレッ

ド内において，他の多くのWeblogエントリを参

照することが多いWeblog 投稿者である．Sum-

merizerのエントリを監視することで，あるトピッ

クに関するWeblogスレッドをまとめたような書

き込みを効率よく取得できる可能性がある．

これら重要な bloggerを判別する際には，上記の特

徴に基づいて判別ルールを設定することで，重要な

bloggerの発見を試みるものである．この際に，どの

ようなデータに基づいて blogスレッドを抽出するか，

どのようなデータに基づいて重要な bloggerの判別を

行うのかということは，非常に重要な問題である．こ

れまでは Trackback リンクを用いた解析は行ってい

ないが，本研究にて Trackbackの blogスレッド形成

への影響を把握することができれば，より適切に重要

な bloggerの発見が行えるものと考えている．

4. blogスレッド形成におけるTrackbackの
影響

第１節でも述べたが，blog スレッドの検出や，重

要な bloggerの発見において，Trackbackを考慮した

方が blogger同士の関係をより的確に認識することが

でき，blog スレッドの抽出や重要な blogger の判別

をより適切に行うことができるようになると考えてい

る．ただし，Trackback機能を悪用するユーザも存在

するため，Trackbackを blogスレッド抽出や重要な

blogger発見に利用する場合には Trackbackの利用状

況の調査が不可欠である．本節では，Trackback利用

の現状に関する調査を行い，blogスレッド形成への影

響について考察する．

なお，通常，tarackbackリンクは descriptionとは

別の場所に掲載されるものであり，これをシステムが

認識するために，blogサイト毎に Trackback抽出の

ためのタグ解析ルールを設定する必要がある．本論文

では，URLの一部が以下のものと合致する blogホス

ティングサイトに対して，Trackback抽出用タグ解析

ルールを設定した．

nifty.com/ typepad.com/ mo-blog.jp/

typepad.jp/ weblogs.jp/ no-blog.jp/

blog.ocn.ne.jp/ blogzine.jp/ de-blog.jp/

以下，これらのサイトを Trackback解析対象 blog

サイトと呼ぶ．

4.1 Trackbackの形式的状況

本来 Trackbackとは，ある blogエントリから他の

blogエントリにリンクを貼ったことを相手の blogエ

ントリに通知（Trackback ping の送信）するもので

あり，通知を受けた blog エントリは，どの blog エ

ントリからリンクを貼られているのか（Trackbackリ

ンク）を表示することになる．しかしながら，実際に

はその blogエントリへのリンクを貼っていなくても，

Trackback ping を送信することは可能であり，対応

するリンクが存在しなくても相手の blogエントリか

ら Trackback リンクを貼ってもらうことが可能であ

る．本論文ではこれを“空 Trackback”と呼ぶ．最近

はこれを悪用して，自分の商業用サイトへのリンクを

増やしたりするトラックバックスパムが問題となって
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表 1 Trackback の形式的状況
TB(j-i) ○ TB(j-i) ×

link(j-i) ○ link(j-i) × link(j-i) ○ link(j-i) ×

link(i-j) ○ 2.3% 1.7% 0.2% 9.8%

link(i-j) × 1.7% 5.8% 10.3% 68.2%

表 2 Trackback の内容的状況
TB(j-i) ○ TB(j-i) ×

言及 (j-i) ○ 言及 (j-i) × 言及 (j-i) ○ 言及 (j-i) ×

関連○ 2% 34% 8% 56%

関連× 0% 0% 0% 0%

いる．

そこで，まずは，実際の Trackback の中で，空

Trackbackがどの程度存在するのかを調査した．2004

年 11月 1日から 2005年 2月 28日までの Trackback

解析対象 blogサイトにて調査したところ，Trackback

リンクが 15,035 存在し，その中で空 Trackback は

12,722 存在した．すなわち，調査対象の Trackback

うち，84.6% が空 Trackbackであり，実際のリンク

参照無しに Trackback pingを送信しているケースが

かなり多いことが分かった．

実際に幾つかの空Trackbackのエントリを閲覧して

みたところ，Trackbackに対応する通常にリンクは存

在しないものの，Trackbackを返しているケースが幾

つか認められた．すなわち，相互 Trackbackである．

これは一般的に認識されているTrackbackの利用方法

とは異なると考えられるので，より詳細に Trackback

の形式的状況について調査する．

blogエントリ (i)から，エントリ (j)へのTrackback

リンク (TB(i-j))が存在する時の，この２つのエント

リ間の Trackback と replyLink の状況について調査

した．TB(i-j)は，エントリ (i)に存在するTrackback

リンクであり，エントリ (j)から送信した Trackback

ping に基づいて生成されるものを指す．なお，対象

データは，2004年 12月 1日から 31日に投稿された

blogエントリのうち，Trackback元も含めて，本論文

の Trackback解析対象サイトのエントリ (総数 1874)

とした．表 1に，Trackbackの形式的状況を示す．

なお，TB(j-i)とはエントリ (j)からエントリ (i)へ

の Trackback リンクであり，○および×にてその存

在を表現している．link(i-j)は，(i)から (j)への通常

のリンクを示す．また，表中の全てのケースにおいて，

TB(i-j)は存在している．

ここで空 Trackback とは，“ link(j-i)”が存在しな

い状態であり，合計 85.5%となる．すなわち，かなり

の確率で空 Trackbackが存在していることがわかる．

また，ここで注目したいのは，“TB(j-i)”が存在する，

相互Trackbackの状態である．これは，合計 11.5%と

なる．

これまで我々は空 Trackback は，基本的には悪意

があるものと考えていた．つまり，リンクを相手に対

して貼らないのに，Trackback ping を送信すること

で自分宛のリンクを生成して，自分のサイトへのアク

セス量の増大や，PageRank値の向上を狙うためであ

る．しかしながら，相互に Trackback をかけるとい

うことは，お互いに相手の存在を認めていると考えら

れ，“空 Trackbackは悪意を伴う”という認識が当て

はまらないことになる．

そこで，次節にて，これら Trackback を伴う２つ

の blogエントリ同士は，内容的にどのような関係に

なっているのかということについて調べる．

4.2 Trackbackの内容的状況

ここでは特に，空 Trackbackを伴う２つの blogエ

ントリ同士の内容的関係について調べる．対象データ

は，2004年 11月から 2005年 2月までのエントリで空

Trackbackを伴うものから無作為に選択した 50ケー

スに関して，人手により内容的状況の確認を行った．

表 2に，Trackbackの内容的状況を示す．なお，表中

の全てのケースにおいて，TB(i-j)は存在している．

ここで，“関連”とは，２つのエントリ同士の内容的

関連の有無であり，例えば言及している内容が似通っ

ているかどうかということを示している．“言及”と

は，Trackback pingを送信したエントリ (j)内におい

て，エントリ (i)に対する言及の有無を表している．

調査実験を行った blogデータ量が十分とはいえな

いが，関連のないエントリに対する Trackback は存

在しなかった．内容的に明らかに関連のない迷惑な

Trackbackは，Trackbackを受けた bloggerが手動で

削除した可能性があるので，元々存在しないのか，存

在していたが削除されたのか，については不明である．

また，Trackback ping を送信していながら，送信

先のエントリに関する言及がないものが 90%を占め

るという結果となった．そのうち，相互 Trackbackと
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なっているケースが，34%も存在した．相互 Track-

back というと，お互いの存在を認知していると考え

られるが，それにもかかわらず相手への直接のリンク

も貼らず，そのエントリの内容に関する言及もないと

いう Trackback の利用方法はかなり独特なものであ

り，これまでは一般的にはあまり認識されていなかっ

たものである．

これらのエントリを実際に閲覧してみたが，内容的

には非常に関連の深いものでありながら，他のエント

リの内容に関しては全く触れていない．さらにこのよ

うな関係は１つのエントリに対してだけでなく，複数

のエントリと同時に相互 Trackback の関係を保って

いるケースも少なくない．そうすることで，これらの

エントリははコミュニティのようなものを形成してい

るようである．このように明示的かつ強固なつながり

ではなく，緩やかな関係の中でつながりを保つという

のは日本独特のWeb文化のようにも考えられる．今

回の実験データは全て JPドメインのサイトであるの

で，今後，JPドメイン以外のサイトとの比較を行う

ことで，国毎の Trackback の利用形態の違いがある

のかどうかということについても明確にすることも必

要であると考える．

4.3 考 察

本論文における Trackbackに関する調査実験では，

空Trackbackや，対象エントリへの言及のないTrack-

backがどの程度存在するのかということに関して調

査すると共に，相互Trackbackや相互リンクのパター

ンに関して調査した．この中で，空 Trackbackは必ず

しもスパムではなく，あまり一般的には認識されてい

ないような緩やかなコミュニティを形成しているケー

スも数多く存在することを明らかにした．

今回の実験結果に基づいて，即座にTrackbackデー

タを blog スレッド抽出や，重要な blogger の判別に

利用することはできないが，通常のリンクのつながり

とは違う，blog同士のつながりの存在を明らかにした

ことで，より詳細な blog解析が行える可能性が出て

きたということが言える．

今後は，Trackback解析対象 blogサイトの範囲を

拡大すると共に，海外の blogサイトの Trackback解

析も可能にすることで，より大きなデータセットの獲

得が必要である．さらに，Trackbackリンクにより形

成される blogger同士のつながりに関する解析を行う

ことで，Trackback解析の意義を明確にし，最終的に

は blog スレッド抽出および重要な blogger の発見に

利用したいと考えている．

5. お わ り に

本論文では，Trackbackリンクの検出方法の検討を

行うとともに，Trackback の利用状況に関する調査

を行うことで blogスレッド形成における Trackback

の影響に関して考察した．以下に，本論文のまとめを

示す．

• blogサイト，blogエントリ，blogスレッドのデー

タモデルを定義した．

• blogエントリからの Trackbackリンクの抽出の

ためのルールベースを作成し，JPドメインの blog

サイトにおける Trackback リンクに関する調査

実験を行った．

• Trackback の形式的状況に関する調査実験では，

Trackbackのほとんどが空Trackback（対応する

通常リンクを伴わないTrackback）であることや，

相互 Trackbackの存在について明らかにした．

• Trackback の内容的状況に関する調査実験では，

Trackback ping を送信しながらも，相手の blog

エントリに関する言及がない blogエントリの存在

や，相互の空 Trackbackに基づく緩やかなコミュ

ニティ形成が行われていることを明らかにした．

今後は，Trackback解析対象 blogサイトの範囲拡

大と，重要な blogger 発見における Trackback 解析

の意義に関して検討するつもりである．
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